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楽しむ 

リスニングモードを楽しむ ....... 

• リスニングモードについて.… 
•リスニングモードを使う……. 

•表示を確認する . 

• シアターデイメンシヨナルを 

設定する . 

•音響効果を調整する ....... 

•レイトナイト機能を使う 


接続をする 

スピーカーを 接続する . 

AV 機器やゲーム機を接続する 


お買い上げいただきまして、ありがとうござ 
います。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読み 
いただき、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られる所 
に保証書、オンキヨーご相談窓口 • 修理窓口 
のご案内とともに大切に保管してください。 


設定する 

一時的に各ス ピーカー レベルを 

調整する . 34 

聞く位置から スピーカーまでの 

距離を設定する . 35 

各 スピーカーの 音量レベルを 

設定する . 37 

デジタル入カモードを DTS 、 PCM に 
固定する . 38 


その他 

困ったときは . 39 

主な仕様 . 42 

修理について . 43 
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入力表示を変更する . 22 

ス ピーカーの チヤンネル数を 

設定する . 23 

機器を選んで再生する . 24 

•一時的に音量を小さくする . 25 

•表示部の明るさを変える . 25 

•スリープタイマーを使う . 25 
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※マイコンのリセットについては、41ページをご覧ください。 






























主な特長 


■ デジタル信号からピュアなアナログ信号を生成する特許技術 VLSC * 

(Vector Linear Shaping Circuitry ) 回路を搭載（フ□ント L / R ) 

■サブウーファー部にオンキヨー独自の低音技術 「AERO ACOUSTIC DRIVE 」 
を搭載 

■先進のパーチャルサラウンド機能「シアターデイメンシヨナル」 

■ シアターデイメンシヨナル時にリスニングアングル調整が可能 
( Narrow / Middle / Wide ) 

■多彩なリスニングモード 

■ 夜間などで音量を絞っても小さな音を聴きやすくするレイトナイト機能（ドル 
ビーデジタルソフトにのみ働きます） 

■ DVD ソフトなどに採用されるドルビーデジタル / DTS に対応 

■ 地上 • BS デジタル放送の音声規格 AAC に対応 

■ CD やビデオなどのステレオ音声も 5.1 ch サラウンドで楽しめる、ドルビープ 
□ロジック n に対応 

■スリープタイマー機能 

■ 使いやすい日本語表示リモコンを付属 

■ オンキヨー製 DVD プレーヤーや RI ドックの■源オン/オフ、入力の自動切り換 
え、リモコン操作など、システム連動が可能な A I 端子を装備 

■ ウーファー振動板に強靭な振動板ならではの力強さと、小口径 8 cm ユニット 
の緻密さを併せ持つ再現性豊かな A - OMF コーンを搭載 

■ ツイーター振動板にバランスドーム型を採用（フロントスピーカー部） 


VLSC はオンキヨー株式会社の登録商標です。 


カタログおよび包装箱などに表示されている型名の最後のアルファべットは、製品の色を表わす記号 
です。色は異なっても操作方法は同じです。 




安全上のご注意 

安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをすると大変危険です。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のご注意」を必ずお守 
りください。 


「警告」と「注意」の見かた 

間違った使いかたをしたときに生じること 
が想定される危険度や損害の程度によって、 

「警告」と「注意」に区分して説明しています。 



誤った使いかたをすると、 
火災•感電などにより死亡、 
または重傷を負う可能性が 
想定される内容です。 



誤った使いかたをすると、 
けがをしたり周辺の家財に 
損害を与える可能性が想定 
される内容です。 


絵表示の見かた 

△記号は「ご注意く 
ださい」という内容 
を表しています。 

赢 A 

高温注意感電注意 

G ) 言己号は「〜してはい 
けない」という禁止の 
内容を表しています。 

分解禁止ぬれ手禁止 

•記号は「必ずして 
ください」という強制 
内容を表しています。 

❿❶ 

電源プラグをコ必ずする 
ンセントから抜く 


警告 


故障したまま使用しない、異常が起きたら 
すぐに電源プラグを抜く 

© •煙が出ている、変なにおいや音 
がする 

•本機を落としてしまった 
電源プラグ •本機内部に水や金属が入つてし 
をコンセン まつた 

卜から抜く このような異常状態のまま使用す 
ると、火災•感電の原因となります。 
すぐに電源プラグをコンセントか 
ら抜いて販売店に修理 • 点検を依 
頼してください。 

カバーははずさない、分解、改造しない 

火災•感電の原因となります。 
内部の点検 • 整備 • 修理は販売店 
に依頼してください。 

分解禁止 


接続、設置に関するご注意 
■ 通風孔をふさがない、放熱を妨げない 

Q 本機には内部の温度上昇を防ぐた 
め、通風孔があけてあります。通 
風孔をふさぐと内部に熱がこもり、 
火災ややけどの原因となります。 

♦押し入れや本箱など通気性の悪 
い狭い所に設置して使用しない 
(本機の天面、横から 20 cm 以上、 
背面から1 0 cm 以上のスペース 
をあける） 

• 逆さまや横倒しにして使用しない 
• 布やテーブルクロスをかけない 
• じゆうたんやふとんの上に置い 
て使用しない 

■水蒸気や水のかかる所に置かない、本機の上 
に液体の入った容器を置かない 

本機に水滴や液体が入った場合、 
火災•感電の原因となります。 

• 風呂場など湿度の高い場所では 
水場での 使用しない 

使用禁止 * 調理台や加湿器のそばには置かない 
•雨や雪などがかかるところで使 
用しない 

•本機の上に花びん、コップ、化 
水濡れ■七 粧品、ろうそくなどを置かない 
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電源コード • 電源プラグに関するご注意 


■電源コードを傷つけない 


0 

禁止 


• 電源コードの上に重い物をのせ 
たり、電源コードが本機の下敷 
にならないようにする 
•傷つけたり、加工したりしない 
•無理にねじったり、引っ張った 
りしない 

•熱器具などに近づけない、加熱 
しない 

電源コードが傷んだら（芯線の露 
出 • 断線など）販売店に交換をご 
依頼ください。 

そのまま使用すると火災 • 感電の 
原因となります。 


■ 電源プラグは定期的に掃除する 


■ 長時間音がひずんだ状態で使わない 




禁止 


アンプ、スピーカーなどが発熱し、 
火災の原因となることがあります。 


■ 雷が鳴りだしたら本機、接続機器、接続コード、 
電源プラグに触れない 


⑧ 

接触禁止 


感電の原因となります。 


電池に関するご注意 

■乾電池を充電しない、加熱•分解しない、火 
や水の中に入れない 


〇 電源プラグにほこりなどがたまつ 
ていると、火災の原因となります。 
電源プラグを抜いて、乾いた布で 
必ずするほこりを取り除いてください。 


使用上のご注意 

■本機内部に金属、燃えやすいものなど異物を 
入れない 

火災•感電の原因となります。特 
に小さなお子様のいるご家庭では 
ご注意ください。 

•本機の通風孔、ダクトから異物 
を入れない 

• 本機の上に通風孔に入りそうな 
小さな金属物を置かない 


Q 電池の破裂、液もれにより、火災- 
けがや周囲を汚損する原因となる 
ことがあります。 

• 指定以外の電池は使用しない 
•新しい電池と古い電池を混ぜて 
使用しない 

• 電池を使い切ったときや長時間 
リモコンを使用しないときは電 
池を取り出す 

• コインやネックレスなどの金属 
物と一緒に保管しない 
• 極性表示（プラス㊉とマイナス㊀ 
の向き）に注意し、表示通りに 
入れる 

■ 電池から漏れ出た液にはさわらない 

万一、液が目や口に入ったり皮膚 
に付いた場合は、すぐにきれいな 
水で充分洗い流し、医師にご相談 
接触禁止\ださい。 




▲注思 


接続、設置に関するご注意 
■ 不安定な場所や振動する場所には設置しない 

スピーカーは強度の足りないぐらつ 
いた台や振動する場所に置かないで 
ください。落下したり倒れたりして、 
けがの原因となることがあります。 
スピーカーを壁に取り付けるとき 
は、壁の材質、また、桟などの位 
置に注意してください。（ネジの保 
持強度に大きな差が出ますので、 
販売店にご相談ください。） 


■ 本機の上に1 Okg 以上の重いものや外枠から 
はみ出るような大きなものを置かない 

Q バランスがくずれて倒れたり落下 
して、けがの原因となることがあ 
ります。また、本機に乗ったり、 
ぶら下がったりしないでください。 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つま 
ずいたり引っかかったりして、落 
下や転倒など事故の原因となるこ 
注意 とがあります。 


0 

禁止 

A 

注意 












A 注意 


電源コード • 電源プラグに関するご注意 


■表示された電源電圧（交流100ポルト）で使 
用する 

本機を使用できるのは日本国内の 
みです。 

表示された電源電圧以外で使用す 
ると、火災•感電の原因となります。 

■ 電源コードを束ねた状態で使用しない 

Q 発熱し、火災の原因となることが 
あります。 

禁止 

■電源プラグを抜くときは、電源コードを引つ 
張らない 

コードが傷つき、火災や感電の原 
因となることがあります。 

プラグを持って抜いてください。 


■ 長期間使用しないときは電源プラグをコンセ 
ントから抜く 

© 絶縁劣化やろう電などにより、火 
災の原因となることがあります。 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


0 


〇 

必ずする 


■電源プラグは、コンセントに根元まで確実に 
差し込む 


0 

禁止 


差し込みが不完全のまま使用する 
と、感電、発熱による火災の原因 
となります。 

ブラグが簡単に抜けてしまうよう 
なコンセントは使用しないでくだ 
さい0 


■ ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない 



感電の原因となることがあります。 


ぬれ手禁止 


■ お手入れの際は電源プラグを抜く 


© お手入れの際は、安全のため電源 
プラグをコンセントから抜いて 
行ってください。 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


使用上のご注意 


■ 通風孔の温度上昇に注意 


A 

高温注意 


本機の通風孔付近は放熱のため高 
温になることがあります。 

電源が入っているときや、電源を 
切つた後しばらくは通風孔付近に 
ご注意ください。 


■ 音量に注意する 


〇 突然大きな音が出てスピーカーや 
ヘッドホンを破損したり、聴力障 
害などの原因となることがありま 
必ずする 9。 


■キャッシュカード、フロッピーディスクなど、 
磁気を利用した製品を近づけない 

0 磁気の影響でキャッシュカードや 
フロッピーディスクが使えなく 
なったり、データが消失すること 
$止 があります。 


移動時のご注意 


■ 移動時は電源プラグや接続コードをはずす 


電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


コードが傷つき火災や感電の原因 
となります。 


■本機の上にものを乗せたまま移動しない 

Q 本機の上に他の機器を乗せたまま 
移動しないでください。 

落下や転倒してけがの原因となり 

サラン ネット や スピーカーユニッ 
卜部を持つて移動させないでくだ 
さい0 


■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器 
内部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこりがたまったまま使用して 
いると火災や故障の原因となることがありま 
す。特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、 
より効果的です。内部清掃については、販売 
店にご相談ください。 
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■ 本機のお手入れについて 

•表面の汚れは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、固く絞って拭き取ったあと乾いた布で拭いて 
ください。化学ぞうきんなどをお使いになる場合は、それに添付の注意書きなどに従ってくださ 
い0 

•シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでくださし)。塗装が落ちたり変形 
することがあります。 


-取り扱い上のご注意—— 

■ お手入れについて 

製品の表面は時々柔らかい布でからぶきしてく 
ださい。汚れがひどいときは、中性洗剤をうす 
めた液に、柔らかい布を浸し、固く絞って汚れ 
をふき取ったあと乾いた布で仕上げをしてくだ 
さい。固い布や、シンナー、アルコールなど揮 
発性のものは、ご使用にならないでください。 
化学ぞうきんなどをお使いになる場合は、それ 
に添付の注意書きなどをお読みください。 
スピーカーのサランネットにほこりがついた 
ときは、掃除機で吸い取るかブラシをかけると 
よくほこりを取ることができます。 

■テレビやパソコンとの近接使用について 

一般にテレビやパソコンに使用されているブ 
ラウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどデリ 
ケートなものですので、普通のスピーカーを近 
づけて使用すると、画面に色むらやひずみが発 
生します。 

本機は（社）電子情報技術産業協会 ( JEITA ) 
の技術基準に適合した防磁設計を施して いま 
すので、テレビなどとの近接使用が可能です。 
ただし、設置のしかたによっては色むらが生じ 
る場合があります。その場合は一度テレビの電 
源を切り、15分〜30分後に再びスイッチを 
入れてください。テレビの自己消磁機能によっ 
て画面への影響が改善されます。その後も色む 


らが残る場合はスピーカーをテレビから離して 
ください。また、近くに磁石など磁気を発生す 
るものがあると本機との相互作用により、テレ 
ビに色むらが発生する場合がありますので設置 
にご注意ください。 

■取り扱い上のご注意 

本機は通常の音楽再生では問題ありませんが、 
次のような特殊な信号が加えられますと、過大 
電流による焼損断線事故のおそれがありますの 
でご注意ください。 

① FM チューナーが正しく受信していないとき 
のノイズ 

② 発振器や電子楽器等の高い周波数成分の音 

③ オーディオチェック用 CD などの特殊な信号音 

④ マイク使用時のハウリング 

⑤ テープレコーダー を早送りしたときの音 

⑥ アンプが発振しているとき 

⑦ ビンコードなど、接続端子の抜き差し時の 
ショック音 


6 








箱を開けたら、まず 


箱の中身を確認する ^ 

ご使用の前に次のものがそろっていることをお確かめくださし)。 （） 内の数字は数量を表しています。 

• アンプ内蔵サブウーファー （1)• オーディオ用 * サブウーファー用 

( HTX -11 XPAW ) 光デジタルケーブル 1.5 m (1) コルクスペーサー （1 組<4個〉) 




•リモコン （ RC -678 S )(1) 
■乾電池（単3形） （2) 



* 取扱説明書（本書) （1) 

•保証書 （1) 

• オンキヨーご相談窓口 • 修理窓口のご案内 （1) 
•ユーザー登録カード （1) 


•サテライト スピーカー 
( HTX -11 XST ) (2) 


參スピーカーコード 
(サテライトスピーカー用） 3.5 m (2) 


>サテライト スピーカー 用 
コルクスべーサー （1 組〈8個〉） 




音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 
隣近所への配慮を十分しましよう。特に静かな夜間には窓を閉めるのも 
ひとつの方法です。お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。 
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箱を開けたら、まず 


U モコンの乾電池の入れかたと交換のしかた 


①カバーを矢印の方向に (2) 中の極性表示にしたがって、 (3) カバーを戻す。 

持ち上げる。 付属の電池2個をプラス ㊉ 、 

マイナス ㊀ を間違えないよ 
うに入れる。 




リモコン操作の反応が悪くなったら、2本とも新しい乾電池（単3形）と交換してください。 

•電池の極性（ ㊉ 、 ㊀ ）は、表示通り正しく入れてください。 

• 種類の異なる電池の使用や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。 

•長期間リモコンを使用しないときは、電池の液もれを防ぐため、電池を取り出しておいてください。 


U モコンの使いかた 


リモコン受光部 



リモコンを本機のリモコン受光部に向けて操作してください。 

• リモコン受光部に直射日光やインバーター蛍光灯などの強い光が当たらないようにしてください。 

リモコンが正しく動作しないことがあります。 

• 赤外線を発射する機器の近くで使用したり、他のリモコンを併用すると誤動作の原因となります。 

• リモコンとリモコン受光部の間に障害物があると、操作できません。 

•リモコンの上に本などの物を置かないでください。ボタンが押し続けられた状態になり、電池が消 
耗してしまうことがあります。 
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箱を開けたら、まず 


{^ f 属のコルクスベーサーを使う 


■サブウーファー （ HTX -1 1 XPAW ) 用コルクスペーサー 


より良い音でお楽しみいただくために、付属のコルク 
ス ペー サ ーの ご使用をおすすめします。 

また、コルクスぺ_サ_を使用することで、すべりに 
くく安定して設置することができます。 



■サテライトスピーカー ( HTX -1 1 XST ) 用コルクスペーサー 

より良い音でお楽しみいただくために、付属のコルクスべーサーのご使用をおすすめします。 
また、コルクスべ_サ_を使用することで、すべりにくく安定して設置することができます。 


たて置きの場合 


壁に掛けて使用する場合 


? コルクスペーサー 


、 HTX -1 1 XST 底面 





HTX -1 1 XST 

壁掛け穴 


コルクスペーサ_は2枚重ねて2ケ所に貼り付け 
ると、安定して設置できます。 

ご注意 

壁に掛けて使用する場合、壁の強度に十分注意してください。壁はその材質、また桟(さん)などの位置により、 
ネジの保持強度に大きな差が出ますので、取り付けに際しては十分注意してください。 

壁につけるネジは、頭の直径が 4 mm 以上1 Omm 以下、ネジの直径が 4 mm 以下で、できるだけ太く、長い 
ものをご使用ください。（壁等に取り付ける際は、専門施工業者へ依頼することをおすすめします。取り付 
けの不備によって損害や事故が発生した場合、当社では一切責任を負うことができませんのでご了承ください。） 


■ 市販のスタンドや金具を使って固定するには 

市販のスタンドや金具を使用できるように、スピーカーの背面に M 5 用ネジ穴1個、底面にピッチ 
60 mm で M 5 用ネジ穴を2個設けています。取り付け方法については、ご使用になるスタンドや金具 
の説明書をご覧ください。 

スタンドや金具をご使用になるときは、スタンドや金具の厚みを考慮して有効ネジ長が5〜 8 mm の 
ものをご使用ください。 



市販の金具 


M 5 ネジ 

5 mm 


mini) 


5〜 8 mm 
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各部の名前と働き 


前面パネル 

V_ 



リモコン受光部 

リモコンからの信号を受信します。 

マスター ボリューム 

MASTER VOLUME ツマミ 

音量を調整します。 


インプット 

INPUT ポタン 

入力を切り換えます。 


LISTENING MODE ポタン 

リスニングモードを切り換えます。 


{表示部 

V_；_ 


リスニングモード/デジタル入力 
フォーマットインジケーター 

入力されている信号の種類および 
リスニングモードを表示します。 


5ユーティング 

MUTING インジケーター 

ミューティング(消音機能）が 
働いているときに点滅します。 


ス u —プ 

SLEEP インジケーター 

スリープタイマーが働いて 
いるときに点灯します。 



多目的表示部 

再生モード、設定内容などを表示します。 
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各部の名前と働き 


後面パネル 

V_ 


スピーカー 

SPEAKERS 5 耑子 

フロント サラウンド センター 


(FRONT/SURROUND/CENTER) 


左右フロントスピーカー、 
左右サラウンドスピーカー、 
センタースピーカーを接続す 
る端子です。 


デジタル インプット 

DIGITAL INPUT - 

オプティカル 

( OPTICAL ) 1/2/3端子 

※ 

オーディオ用光デジタルケープル 
で、 DVD プレーヤーや巳 S / 地上 
デジタ)レ対応機器などの光デジ 
タル出力端子と接続します。 

※本機に付属しています。 


R ■端子- 

RI 端子付きオンキヨー製品 
と接続し、連動させるための 
端子です。 

RI ケーブルの接続だけでは 
システムとして働きません。 
オーディオ用ピンコードも正 
しく接続してください。 



電源コード 


放執 T 7 、ノ 

本体内部の温度が上昇した 
時に、フアンが回ります。 


インプット ライン 

INPUT(LINE 1/2) 端子 

オーディオ用ピンコードで、 
ビデオデッキなどのライン出 
力端子（アナログ）と接続し 
ます。 


プ ij アウト 

PRE OUT ( SL / SR ) 端子 

将来の拡張用左右サラウ 
ンド信号出力端子です。 
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各部の名前と働き 


U モコン ( RC -678 S ) 


• 本機を操作するときのポタン 


電源ポタン- 

電源のスタンバイ/オン 
を切り換えます。 


スリープボタン 

スリープタイマーを設定 
します。 


設定ポタン- 

押すと、各種設定モード 
に入ります。 


チャンネル選択ボタン 

レベルを設定するスピー 
カーを選びます。 


▲ /▼/◄/►/ 決定ポタン- 

各種設定をしているときに、 

▲ /▼/◄/ ►ボタンで項目や 
数値を選びます。中央の決定 
ボタンを押すと、選んだ内容 
を確定します。 

音量 ▲ / ▼ポタン - 

音量を調整します。 


リスニン グモー ド ◄/ ►ポタン^ 

リスニングモードを選びます。 


入力切換 ◄/ ►ポタン_ 

入力を切り換えます。 


艰源 スリープ 明るさ 

設定チャンネル選択テストト-ン 

OPGr 



ONKYO 

RC-678S 


明るさポタン 

表示部の明るさを切り 
換えます。 


テストトーンポタン 

各スピーカーからテスト 
音が出力されます。 


L 表示ポタン 

表示部の表示を切り換え 
ます。 


—レイトナイトポタン 

小音量で楽しみたいと 
きに、ダイナミックレ 
ンジを切り換えます。 


消音ポタン 

音量を一時的に小さくし 
ます。 


戻るポタン 

設定中にひとつ前の項目 
に戻ります。 
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HTX -1 1 XPAW 


ご注意 


プラス ㊉ とマイナス ㊀ を間違って接続し 
たり、左右のスピーカーを間違えて接続す 
ると、音声が不自然になりますのでご注意 
<ださい。 


+ 



危険 

回路の故障を防ぐため、スピー 
カーコードのしん線どうしを絶 
対に接触させないでください。 
また、リアパネルにも触れない 
ように、ご注意ください。 


ス ヒーカーを 接続する 


接続の前に 

付属のスピーカ_コ_ドの準備をします。 

① スピーカー コー ドの ビニールカバーの 先を 
外します。 


f i 


②しん線をよじります。 


スピーカー端子への接続方法 

① レバーを 押します。 

② しん線を穴の中に入れます。 


③レバーを 離します。 



スピーカーの接続 


付属のスピーカー （ HTX -11 XST ) を接続します。ここでは、スピーカーを左右フロントスピーカー 
として使用する場合の接続方法を説明します。スピーカーのプラス ㊉ と本機のプラス ㊉ 、スピーカー 
のマイナス ㊀ と本機のマイナス ㊀ を接続します。付属のスピーカーコードの赤い線がある方をプラ 
ス ㊉ 側に接続してください。 

赤い線側 

0 ^. / 


右フロントスピーカー 


左フロントスピーカー 



1 
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スピーカーを接続する 


ホ ーム シアタ ー _を楽しも5 

V_ 


センタースピーカーやサラウンドスピーカーを追加してホームシアターを楽しみましよう。本機は優 
れた機能を使って音の立体感、移動感を実現し、ご家庭で簡単に劇場やコンサートホールさながらの 
臨場感あふれる音響効果をお楽しみいただけます。再生する信号や、接続するスピーカーの数によっ 
て、 DTS やドルビーデジタル再生、オンキヨー独自のリスニングモードをお楽しみいただけます。 


本機と接続するスピーカーの使いかた 
付属のスピーカー （ HTX -11 XST ) のみの場合： 

左右フロントスピーカーとして使用します。 （2. 1チヤンネル再生） 

HTX -1 1 XST を含めて3つお持ちの場合： 

左右フロントスピーカー、センタースピーカーとして使用します。 （3.1 チヤンネルサラウンド） 

HTX -1 1 XST を含めて5つお持ちの場合： 

左右フロントスピーカー、センタースピーカー、左右サラウンドスピーカーとして使用します。 
(5_1チヤンネルサラウンド） 

HTX -1 1 XST を左右サラウンドスピーカーとして使用してもかまいません。 


右の図のように、すべてのスピーカーを接続すると最も 
理想的なサラウンド効果を得ることができます。しかし、 
センタースピーカーやサラウンドスピーカーがないとき 
は、センタースピーカーやサラウンドスピーカーから出 
力される音声を他のスピーカーに最適に配分し、現在の 
スピーカー構成で可能なサラウンド効果を最大に引き出 
します。 


左右フロントスピーカー 

総合的に音声を出力します。ホームシアターの柱となり、 
音場をしっかりと整える役割を果たします。視聴位置の 
前方に配置します。音楽や映画を鑑賞する位置と姿勢で、 
視聴者の耳に向くように配置してください。左右対象が 
理想です。 


センタースピーカー（本機には付属していません) 



左右フロントスピーカーの音響効果や音の動きを明確にして、より豊かなサウンドイメージを作りま 
す。映画ではとくにセリフが出力されます。できるだけ画面の近くで、視聴者の耳に向くように配置 
してください。左右フロントスピーカーとなるべく同じ高さになるように配置してください。 

左右サラウンドスピーカー（本機には付属していません） 

臨場感を高める役割を果たします。効果音などで音の立体的な動きを表現します。視聴位置の横また 
は後斜めに配置します。左右対象で視聴者の耳より1 m 高い位置が理想です。 

サブウーファー （ HTX -11 XPAW ) 

低音のみを出力し、迫力ある重低音効果を最大限に発揮します。 
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スピーカーを 接続する 


使用されるスピーカーの数によって、接続する端子を選んでください。 

組み合わせるスピーカーは 6 Q 以上のものをご使用ください。スピーカーのプラス ㊉ と本機のプラス 
㊉ 、スピーカーのマイナス ㊀ と本機のマイナス ㊀ を接続します。 



ご注意 



危険 

プラス ㊉ とマイナス ㊀ を間違って接続し 
たり、左右のスピーカーを間違えて接続する 
と、音声が不自然になりますのでご注意くだ 

+ 

JJ 回路の故障を防ぐため、スピー 

sj/y 力ーコードのしん線どうしを絶 
対に接触させないでください。 

さい。 


1 ST 

" ]\ また、リアパネルにも触れない 

ように、ご注意ください。 


•電源を入れたらまず、接続したスピーカーのチヤンネル数を設定してください。（瞭23ページ） 

• 最適なサラウンド再生をお楽しみいただくには、音が同時に視聴位置に届くように視聴位置からス 
ピーカーの距離を設定する必要があります。また、音のバランスを調整するため、それぞれのスピー 
力一の音量の設定を行ってください。（■^35、37ページ） 



別売りの 3 ch スピーカー内蔵 TV ラック 
CB - SP 1 200 XT などを組み合わせてお使いになる 

場口 

左右フロントスピーカー、センタースピーカーの3 
つのスピーカーを TV ラックに内蔵していますので、 
本機に付属しているスピーカーを左右サラウンドス 
ピーカーとしてお使いいただくことができます。 
接続に関しての詳細は、 TV ラックの取扱説明書を 
ご覧ください。 


一別売りの 3 ch スピーカー内蔵 TV ラックー 

本機を収納する専用 BOX も装備しています 
ので、すっきりと美しく、本格的なホームシ 
アターをお楽しみいただけます。 


：00| : 

000 

0 : 100 









1 


•イラスト例 J は、 CB - SP 1 200 XT です。 






















































































































AV 機器やゲーム機を接続する 


• DVD プレーヤーなどでドルビーデジタル、 DTS サラウンド信号を再生するためには 、 DIGITAL 
INPUT ( OPTICAL ) 端子への接続が必要です。 

•パソコンでデジタルサラウンドを楽しむには、デジタル出力（オプティカル）に対応したパソコン 
や音源ボードが必要です。お手持ちの機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

すべての接続が完了してから、電源プラグをコンセントに接続してください。 


[デジタル音声機器の接続をする 

、_ 


DVD プレーヤーや DVD レコーダー、地上、 BS 、 110度 CS などデジタル放送対応チューナー、ゲーム 
機、パソコンなどのデジタル音声出力端子（オプティカル）と本機の DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 
端子を付属のオーディオ用光デジタルケーブルで接続します。接続した機器の音声がデジタルでサラ 
ウンド再生されます。 

本機では音声接続のみです0 映像接続は映像機器から直接テレビに接続 してください。 

本機の DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 端子は3つありますので、3種類の機器が接続できます。 
DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 端子1、2、3による性能の違いはありません。どこに接続しても同じです。 

ただし、オン キヨー 製 DVD プレーヤーを A ■接続する場合は、必ず DIGITAL INPUT OPTICAL 1 
端子に接続してください。 


DVD プレーヤーや DVD レコーダー 






デジタル放送対応チューナー 


ゲーム機 





付属のオーディオ用 
光デジタルケーブル 


mTffll— 




パソコン 



—Qnfju=- 
—1DD 卜 - 




オーディオ用光デジタルケーブルを使用するときは、折り曲げたり、きつく巻いたりしないでください。 
接続する機器のデジタル音声出力設定を確認してください。 DVD 対応のゲーム機など、機器によっては 


rW- 

m 

■ 

画 


圓 


II 

参 


@ ©' 
©©' 



ドルビーデジタル信号や DTS 信号の出力設定が「オフ」になっていることがあります。 

•本機の DIGITAL INPUT 1/2/3端子は、すべてとびらタイプですので、とびらをそのまま奥へ倒すように 
してオーディオ用光デジタルケーブルを差し込んでください。 

オーディオ用光デジタルケーブルは、まっすぐ抜き差ししてください。ななめに抜き差しすると、 
とびらが破損する場合があります。 
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AV 機器やゲーム機を接続する 


すべての接続が完了してから、電源プラグをコンセントに接続してください。 

アナログ音声機器の接続をする _ 


テレビやビデオデッキのアナログ音声出力端子と本機の INPUT (LINE 1/2) 端子を市販のオーディ 
才用ビンコードで接続します。接続した機器の音声がアナログでサラウンド再生されます。 

オンキヨー製 RI ドックを RI 接続する場合は、必ず LINE 2端子に接続してください。 


ビデオデッキ 


1-;-;——1-1 

1 1 - 1 

DVD プレーヤー 


— —- — „.一、 占 


1 SSM. ll 

• 國阳 0 0 0 0 〇〇 

mmtmi 


レビ 






~—~ 



オン キヨー 製 RI ドック 





•コードのブラグはしっかりと奥まで差し込んでください。 

接続が不完全ですと、雑音や動作不良の原因になります。 

•才ーディオ用ピンコードはスピ _ 力 _ コ _ ドと一緒に束ねな 
いでください。音質が悪くなることがあります。 



本機の INPUT (LINE 1/2) 端子のどちらに接続してもかまいませんが、本機では入力を切り換えたときに、 
LINEUP rLINEl VIDEO」 または 「LINE1 DVD」、LINE2 は 「LINE2 DOCK」 または 「LINE2 TV」 と 
表示されます。接続する機器に合わせて端子を選び、入力表示の設定をおすすめします。（瞭22ページ参照) 


-差し込み不完全 




—— 


奥まで差し込んでください 
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AV 機器やゲーム機を接続する 


システム機能について 


m 機能のあるオンキヨー製品を本機に fRi ケーブル、オーディオ用ピンコードで接続すると、次の 
システム機能を使うことができます。 pi ケーブルとは、オンキヨーのシステム動作用ケーブルです。 

才 一 トパワ ー オン 

本機に接続されている機器の電源を入れたり、再生を始めると、本機の電源が自動的に入ります。 

また、本機の電源を入、切すると接続されている機器全体の電源が入ったり、切れたりします。 

ダイレクトチェンジ 

本機に接続されている機器を再生すると、本機の入力が自動的に切り換わります。 

リモコン操作 

本機に付属のリモコンで DVD プレーヤーや R I ドックに乗せた HDD 機器を操作することができます。 
接続については下記を、定のしかたについては22ページを、操作できる機能については19ページ 
をご覧ください。 

■ A I ケーブルの接続 

端子付きオンキヨー製品でシステムアップした場合、システム機能を使うことができます。（本機 
にはケーブルは付属していません。各機器に付属している只 I ケーブルをご使用ください。） 
•操作は本機に付属のリモコンを使用します。 HTX -11 X PAW のリモコン受光部にリモコンを向け 
て操作して < ださい。 

ご注意 

RI ドックを接続するときは、 LINE 2 の入力表示を必ず 「 LINE 2 DOCK 」 にしてください。 （瞭22ぺージ） 
お買い上げ時の設定は 「 LINE 2 DOCK 」 になっています。 



• PI 端子は PI 端子付き製品と組み合わせてご使用ください。 

• fRI 端子が2つある場合、2つの端子の働きは同じです。どちらにでもつなげます。 

• R I 端子の接続だけではシステムとして働きません。オーディオ用ピンコードも正しく接続してく 
ださい。 

•接続が正しくないと各機能は働きません。上記を参照しながら才ーディオ用ビンコード、 AI ケー 
ブルを正しく接続してください。 

• 使用できるシステム機能については、各機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 
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AV 機器やゲーム機を接続する 


オンキヨー製 DVD プレーヤーや RI ドックを接続すると、下記のリモコン操作ができます。 

•機器の接続については16、17ページを、接続については前ページを、入力表示については22 
ページをご覧ください。所定の接続や設定をしないと、下記の操作はできません。 



例：⑤の表示ポタンの場合 

•入力を 「DIGITAL 1 DVD 」 や 「 LINE ! DVD 」 

に切り換えたとき、 DVD プレーヤーの DISPLAY 
ボタンとして働きます。 

•入力を 「 LINE 2 DOCK 」 に切り換えたとき、 
iPod のバックライトを30秒間点灯させます。 

ご注意 

• 空欄はボタンを押しても動作しません。 

• 第3世代 iPod の場合、►/»、◄◄/►►ボ 
タンのみ働きます。 

• iPod のファームウエアのバージョンアップ等に 
より、操作できる機能の範囲や内容が変更になる 
ことがあります。 

•それぞれのボタンの働きについての詳細は、各機 
器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

•入力が 「 DIGITAL 1 DVD 」、「 LINE 1 DVD 」' 
rLINE2 DOCK 」 のときは、スタンバイ時に^ 
ボタンを押すと本機の電源が入り、接続している 
機器の再生が自動的に始まります。 



接続端子 

DIGITAL INPUT OPTICAL 1 

INPUT LINE2 


—〜力名称 
リモコンのポタン名 

DIGITAL 1 DVD 
または LINE1DVD 

LINE2 DOCK 


トツプメニュー 

TOP MENU 



メニュー 

MENU 

MENU 



▲/▼ 

▲/▼ 

①* 


◄/► 



決定 

ENTER 

SELECT 


DVD 設定 

SETUP または DVD SETUP 



戻る 

RETURN 



II 

II 


② 

► (►/■■) 

► 

►/II 


■ 

■ 


③ 



N ◄►►1 

④ 

«/» 



⑤ 

表示 

DISPLAY 

BACKLIGHT 

⑥ 

シャツ フルモード 

PLAY MODE 

SHUFFLE 

⑦ 

U ピート 

リピート 

REPEAT 

⑧ 

プレイリスト 


PLAYLIST^/V 

アルバム ▲/▼ 


ALBUM^/V 


5 "設定、チャンネル選択、テスト音の操作中は、 ▲/▼/◄/►/ 決定/戻るボタンは HTX - 11 XPAW を操作 
するボタンとして働きます。このとき、トップメニュー/メニュー / DVDIS 定ボタンは働きません。 
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AV 機器やゲーム機を接続する 


/=? I オーデイオコントロール端子付きテレビとの連動について 


本機は只 I 端子を持つテレビと接続すると、次のような動作が可能になります。 

入力を 「 DIGITAL 3 TVJ または 「 LINE 2 TVJ へ切り換えるとテレビの音が消え、 HTX -1 1 X と 
HTX -1 IX に接続されたスピーカーから音が出ます。 

•テレビに付属のリモコンで HTX -1 IX の音量調整、ミューティング（消音）を操作することができ 
ます。 

• HTX -11 X をスタンバイ状態にすると、テレビの音が復帰し、テレビに付属のリモコンでテレビ側 
の機能（音量、消音）を操作できるようになります。 


連動動作可能なテレビかどうかについては、テレビのカタログや取扱説明書で、テレビに FII オー 
デイオコント□—ル端子が装備されていることをご確認ください。本機に FII ケーブルは付属し 
ていません。モノラルミニプラグコード（抵抗なし）を別途お求めください。 


接続のしかた _ 

1. テレビのデジタル音声出力端子をオーディオ用光デジタルケーブルで HTX -1 1 XPAW の DIGITAL 

インプット オプティカル 

INPUTOPTICAL 3端子に接続します。 

インプット ライン 

2. テレビのアナログ音声出力端子をオーディオ用ビンコードで HTX -1 1 XPAW の INPUT LINE 2端 
子に接続します。 


3. RI 端子どうしを RI ケーブルで接続します。 

他のオンキヨー製品を接続する場合は、 r = n ケーブルで端子どうしをつないでください。 
r = n 端子が2つある製品の場合、2つの端子の働きは同じですのでどちらにでもつなげます。 


HTX -1 1 XPAW 


アナログ音声 
出力端子 



設定のしかた 


22ページを参照して設定を行ってください。 

1. HTX -1 1 XPAW の電源を入れる。 

2. HTX -1 1 XPAW の INPUT ボ、タンを（くり返し） } 甲し、 「 LINE 2 DOCK 」 を表示させる。 


3. INPUT ボタンを押し続け（約3秒)、 「 LINE 2 TV 」 と表示されたら指を離す。 

ご使用上の注意 

テレビを連動させる場合 、 LINE 2端子の接続も必要ですが、入力は 「 DIGITAL 3 TV 」 をご使用くだ 
さし)。 「 LINE 2 TV 」 でもご使用いただけますが、アナログ接続のため、リスニングモードの AAC 5.1 ch 
などの再生ができません。 
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電源を入れる 


U モコンのボタンは 


で表不しています。 


電源 




本体前面パネルの ON / STANDBY ボタ 
ンまたはリモコンの電源ポタンを押す 

STANDBY インジケーターが消え、表示部が点火7 
します。 


電源コードを接続する 


すべての接続が完了してから、電源プラグをコンセントに接続してください。 

本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流が流れる場合がありますのでコンピューターなど繊細な 
機器とは別系統のコンセントに接続することをおすすめします。 


家庭用電源 
コンセント 



アース側 


目印線側 

目印線側を、家庭用電源 
コンセントの溝の長い方 
(アース側）へ差し込む。 


より良い音で聞いていただくために 

本機の電源コードは極性の管理がされていま 
す。電源コードの片側に目印線の入っている 
側を家庭用電源コンセントの溝の長い方に合 
わせて差し込んでください。家庭用電源コン 
セントの溝の長さが同じ場合は、どちらを接 
続してもかまいません。 
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入力表示を変更する 


入力表示の 「 LINE 1 VIDEO 」 を 「 LINE 1 DVD 」 に、 「 LINE 2 DOCK 」 を 「 LINE 2 TVJ に変更すること 
ができます。 

ご注意次の場合はシステム動作を正しく行うために、必ず入力表示を合わせてください。 

オンキヨー製 DVD プレーヤーを LINE1 端子に接続している場合： 

^ rLINEl VIDEO 」 を rLINEl DVD 」 に変更 

オンキヨー製 RI ドックを LINE 2 端子に接続している場合： 

「 LINE 2 DOCK 」 の表示になっていることを確認 
只 I オーディオコントロール端子付きテレビを LINE 2 端子に接続している場合： 

^ 「 LINE 2 DOCK 」 を 「 LINE 2 TV 」 に変更 




•例 ： rLINEl VIDEO 」 から rLINEl DVD 」 に入力表示を変更する場合 



HTX -11 XPAW の INPUT ポタンを押し、変更したし认力を 
表示させる 




INPUT ポタンを押し続ける 

表示が rLINEl DVD 」 に変わります。 



表示が rLINEl DVD 」 に変わったら INPUT ボタンから指を離します。 

• 元の表示に戻す場合や LINE 2 の表示を変更する場合も同様の操作をし 
ます。 
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本機に接続したスピーカーの構成にあわせて、再 
生するスピーカーのチヤンネノレ数を設定します。 
スピーカーの本数や設置については、14ページ「本 
機と接続するスピーカーの使いかた」をご参照く 
ださい0 


設定 


リモコンの設定ボタンを押す 

表示部に、スピーカ受定の表示が出ます。 





2 


リモコンの決定ポタンを押す 

表示部に、再生するスピーカーのチャンネル数が表示されます。 



お買い上げ時には 2. 1 ch が選択されています。 


3 


金 


リモコンの ◄/ ►ボタンを押して、スピーカーのチヤンネ 
ル数を設定する 




2.1 ch ' 3.1 ch 、5. lch から選択できます。 


4 


5几中 
5又疋 


「.1」は本機に内蔵されているサブウーファーを表します。 

外部に接続するスピーカーは、それぞれ2本、3本、5本となります。 

リモコンの設定ポタンを押し、元の表示に戻す 



スピーカーのチヤンネル数を設定する 


ooo 

I05MP 


50 

sf-oQl 


'0 


© 贫 r-T 

S.OS 
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機器を選んで再生する 


リモコンのボタンは 


で表 7]^ しています。 



インプツト 

本体の INPUT ボタンまたはリモコンの入力切換 
◄/►ポタンを（くり返し）押して、入力を選ぶ 




デジタル 

DIGITALl DVD 


デジタル インプット 

: DIGITAL INPUT 1端子に接続された機器 


DIGITAL2 : DIGITAL INPUT 2端子に接続された機器 
DIGITAL3 TV : DIGITAL INPUT 3端子に接続された機器 
LINE1 VIDEO (または LINE1 DVD*) : INPUT LINE 1端子に接続された機器 
LINE2 DOCK (または LINE2 TV*) : INPUT LINE 2端子に接続された機器 
入力表示の設定方法については、22ページをご覧ください。 


只|接続をしているとき、入力はデジタル接続の 「DIGITALl DVD 」 や 「 DIGITAL 3 TV 」 を選んでくださ 
し、。アナ□グ接続の 「 LINE 1 DVD 」 や 「 LINE 2 TV 」 でお聞きいただくこともできますが、ドルビーデジ 
タルなどの 5. 1 ch 再生ができません。 


2 


選んだ機器の再生を始める 


3 


MASTER VOLUME 




本体の MASTER V 〇 LUME ツマミまたはリモ 
コンの音量 ▲/ ▼ポタンで音量を調整する 

音量は CM _2…… 78_79_ max までの範囲で調整できま 
す0 
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音が出ないとき 

•接続を確認す る： 選んだ入力とは異なる端子に接続されている場合があります。上記の手順で入力を切 
り換え、順番に再生して音が出るかを確認してください。 

•音量を確認す る： 部屋の大きさなどにもよりますが、音量の数値は通常30〜45でお楽しみいただけま 
す。音量が小さすぎないか、本体の表示部で音量の数値を確認してください。 


3 ブ 
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機器を選んで再生する 


スリープポタン 



明るさポタン 


消音ポタン 


一時的に音量を小さくする 



リモコンの消音ボタンを押す 

表示部に約3秒間 「 Muting 」 と表示され、音量が 
ごく小さくなります。消音機能が働いている間、 
MUTING インジケーターが点滅します。 

解除するには… 

もう一度消音ボタンを押してください。 

MUTING インジケーターが消え、元の音量に戻り 
ます。 

音量調整をしたり、本機をスタンバイ状態にした 
ときも解除されます。 


(表示部の明るさを変える 

\ _ 



リモコンの明るさボタンを押す 

押すたびに表示部の明るさが3段階に切り換わります。 


►ふつラ- 


► やや暗い 


ス U —プタイマーを使5 



リモコンのスリープボタンを押して、スタ 
ンバイ状態になるまでの時間を設定する 

「Sleep 90 min 」 が表示され、90分後にスタン 
バイ状態になる設定になります。ボタンを押すた 
びに1◦分単位で設定時間が短くなります。 
•スリープタイマー動作中は、 SLEEP インジケー 
ターが点灯します。 


残り時間を確かめるには 

スリープタイマー動作中にスリープボタンを押すと、スタンバイ状態になるまでの残り時間が表示さ 
れます。 

ただし、残り時間が10分以下の表示のときに、再びスリープボタンを押すとスリープタイマーは解 
除されます。 


スリープタイマーを解除するには 

SLEEP インジケーターが消えるまでくり返しスリープボタンを押すか、一度スタンバイ状態にして 
から再度電源を入れてください。 
























リスニングモードを楽しむ 


U スニングモードについて 


本機のサラウンド再生によって、お部屋にいながら映画館やコンサ_トホールなどの臨場感あふれる 
雰囲気を味わっていただけます。最適なサラウンド再生をお楽しみいただくためには、スピーカーの 
設定を行う必要があります。（歧34〜37ページ）本機には以下のリスニングモードがあります。 


Stereo 

左右フロントスピーカーとサブウーファーから 
出力されます。 


Mono 


モノラル信号で収録された古い映画を再生した 
り、2言語が記録されているソースを左右のチヤ 
ンネルを独立して再生するモードです。 DVD な 
どに記録された音声多重のサウンドトラックに 
適しています。 

シアター デイメンシヨナル 

Theater-Dimensional (T-D) 


前方のスピーカーのみで、あたかち 5.1 チヤンネ 
ル再生しているかのようなバーチャル再生をお 
楽しみいただけます。 


ドルビーデジタル 

Dolby D 

/ 

DTS 

/ 

エムペグ 

MPEG-2 AAC 


劇場やコンサートホールさながらの臨場感あふ 
れるサウンドが体験できるサラウンドモードで 
す 。 DOLBY DIGITAL は、四^マーク 、 DTS 
は_マークのついた DVD 、 LD 、 CD などの再 
生時に楽しむことができます。 AAC は、地上、 
巳 S 、 110度 CS などのデジタル放送で採用され 
ている音声フォーマツトです。この方式のソー 
スの再生時に楽しむことができます。 


ムービ ー 

PL II Movie 

/ 

5 ユージック 

PL II Music 

/ 

ゲーム 

PLII Game 


ドルビープ□ロジック II の各モードです。 

映画に適した Movie モードと音楽再生に適した 
Music モード、ゲームに適した Game モードの 
3つのモードが選択できます。 Movie モードでは、 
従来モノラルで帯域の狭かったサラウンドチヤ 
ンネルがステレオ再生になり、より移動感のあ 
る再生が楽しめます。また、 Music モードでは、 
2チヤンネルの音楽に対しても自然な音場感をサ 
ラウンドチヤンネルより再生します。 Game モー 
ドでは、ドラマチックな空間演出、鮮明な音像 
定位などが得られます 。 DOLBY PRO LOGIC 

II は、□口 I DOLBY SURROUND 」 マ—クのついた V H S や D V D 
ビデオ、ゲームソフトまたは一部のテレビ番組 
再生時に楽しむことができます。また 、 Music 
モードは CD などのステレオ音楽やライブを記録 
した DVD にも適しています。 
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オンキヨー独自のリスニングドモード （ DSP) 


オーケストラ 

Orchestra 


クラッシックやオペラに適したモード。 

音声イメージが全体に広がるようなサラウンド 
感を強調。大きなホールで聞いているような自 
然な響きが楽しめます。 

アンプラグド 

Unplugged 

アコースティックやボーカル、ジャズなどに適 
したモード。フロントの音場イメージを重視す 
ることで、あたかもステージの前で聞いている 
ような音場イメージをつくります。 

スタジオ ミックス 

Studio-Mix 

ロック、ポピュラーミュージックなどに適した 
モード。パワフルな音響イメージを再現した臨 
場感あふれるサウンドをお楽しみいただけます。 

ティーヴィーロジック 

TV Logic 

放送局のスタジオから放映されているテレビ放 
送に適したモード。局のスタジオにいるような 
臨場感を高めます。すべてのサラウンド音声を 
強調し、会話音声を明瞭にします。 

オールチャンネルステレオ 

All Ch St 

BGM として音楽をかける時に便利なモード。フ 
□ントだけでなく、サラウンドからもステレオ 
の音声を再生し、ステレオイメージを作ります。 

フル モノ 

Full Mono 


すべてのスピーカーからモノラル音声で再生さ 
れます。どの場所にいても同様の音楽を聞くこ 
とができます。 
















































リスニングモードを楽しむ 


U スニンクモードを使5 



リモコンのボタンはで表示しています。 


INPUT 




本体の INPUT ボタンまたはリモコンの 
入力切換 ► ボタンを（くり返し)押し、 
再生したい機器を選ぶ 

表示部に選んだ入力とリスニングモードが表示さ 
れます。 



2 


選んだ機器を再生する 


3 


LISTENING MODE 



本体の USTENING MODE ポタンまたは 
リモコンのリスニングモード◄/►ポタン 
を押して、リスニングモードを選ぶ 

ポタンを押すたびに、モードが切り換わります。 
選べるモードは入力信号の種類によって異なりま 
す。次ページの表をご覧ください。 
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リスニングモードを楽しむ 


入力される信号に対応するリスニングモード 


スピー カ-の 
チャンネル r 

\入力信号の種類と 
\ 主なソース 

リスニング \ 
モード* 2 \ 

PCM 
または 
アナ□グ 

ドルビー デジタル 

Dolby Digital 

DTS 

AAC 

3/2.1 

2/2.1 

2/0 

1/0,1 + 1 

その他 

3/2.1 

2/2.1 

2/0 

3/2.1 

2/2.1 

2/0 

1/0,1 + 1 

その他 

CD 
ビデオ 
ラジオ 
テレビなど 

DVD 、 ビデオなど 

DVD 、 
ビデオ 
CD など 

地上/ BS 1 1 07 CS 
デジタル放送 

本機に、左右フロントスピーカーを組み合わせた構成では、以下のリスニングモードをお楽しみいただけます。 

2.1 ch 

3 _lch 

5.1 ch 

ステレオ 

Stereo 












Mono 












，シアター c デイメンシヨ.ナル， 

1 heater-Dimensional 












本機に、左右フロントスピーカー、センタースピーカーを組み合わせた構成では、さらに以下のリスニングモード 
をお楽しみいただけます。 

3.1 ch 
5.1 ch 

ドルビー デジタル 

Dolby Digital 


• 



• 







DTS 






• 






AAC 








• 



• 

プロロジック n ムービー 

PL II Movie 

參 


• 




• 


• 



プロ□ジック n 5 ユージック 

PL II Music 

參 


• 




參 


參 



プ□ロジック n ゲーム 

PL II Game 

參 


• 




• 


• 



オールチヤンネルステレオ 

All Ch Stereo 












フル モノ 

Full Mono 












本機に、左右フロントスピーカー、センタースピーカー、左右サラウンドスピーカーを組み合わせた構成では、さ 
らに以下のリスニングモードをお楽しみいただけます。 

5.1 ch 

オーケストラ 

Orchestra 












アンプラグド 

Unplugged 












スタジオミックス 

Studio-Mix 












ティーヴィーロジック 

TV Logic 













+1 設定したスピーカーのチヤンネル数を確認してください。（隊23ページ） 

* 2 サンプリング周波数が、64、82、 96 kHz の場合、 Stereo 以外のリスニングモードでは各々 
32、44.1、 48 kHz として処理されます。 

•再生するソースが AM 放送や TV などでモノラル音源のときに、リスニングモードを PL II Movie 、 
PL II Music または PL II Game にすると、センタースピーカーに再生音が集中することがありま 
す。モノラル音源でサラウンド効果を得るには、他のサラウンドモードでお楽しみください。 

DTS についてのご注意 

• DTS 信号の CD や LD を LINE INPUT 端子のみに接続してアナログ再生すると、 DTS 信号をそのま 
ま再生するため、ノイズが出力されます。このノイズを再生すると、本機やスピーカーにダメージ 
を与える恐れがありますので、 DTS 信号の CD や LD を再生するときは再生機器の出力端子を本機の 
DIGITAL INPUT 端子に接続し 、 DIGITAL (デジタル）で再生してください。 

• 一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をしても正しく DTS 再生ができない場合 
があります。出力されている DTS データに何らかの処理（出カレベル調整、サンプリング周波数変 
換、周波数特性変換など）が行われていると、本機が正しい DTS データとみなすことができず、ノ 
イズを発生することがあります。 

• DTS 信号のディスクを再生している時にプレーヤー側で一時停止やスキップなどの操作をすると、 
ごく短時間ノイズが発生する場合がありますが、これは故障ではありません。 
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リスニングモードを楽しむ 



表示 



I 」モコン 


入力表示の場合 


表示ボタンを3秒以上押し続けると、 
リスニングモード表示に切り換わり 
ます。 

デジタル信号の場合は、信号の情報 
を約3秒間表示したあと元の表示に戻 
ります。信号の情報を表示している間(約3秒間）に表示ボタンを押すと、リスニ 
ングモード表示になります。 

リスニングモード表示の場合 



~ I I 

八力 日-里 


入力 


- 1 - 

リスニングモード 


表示ボタンを3秒以上押し続けると、 
入力表示に切り換わります。 

デジタル信号の場合は、信号の情報 
を約3秒間表示したあと元の表示に戻 
ります。信号の情報を表示している 


間(約3秒間）に表示ボタンを押すと、入力表示になります。 


■ デジタル信号の情報について 

音声信号が PCM の時：サンプリング周波数 


音声信号が DOLBY D 、 DTS 、 AAC の時：リスニングモードとフォーマツト 

* フォーマツト表示の意味は次のようになっています。 
A :入力信号に含まれているフロントチヤンネルの数 
を表します。 

3： 左フロント、センター、右フロント スピーカー の 
3チヤンネル 

2：左フロント、右フロントスピーカーの2チヤンネル 
1:モノラル （1 チヤンネル） 

B :入力信号に含まれているサラウンドチヤンネルの数を表します。 

2 :左サラウンド、右サラウンドスピーカーの2チヤンネル 
1:モノラル （1 チヤンネル） 

0 :なし 

C : 入力信号に含まれている LFE (低域効果音 : Low Frequency Effect ) のあり/なしを表します 0 

1: LFE あり（サブウーファーの効果が大きい） 

表示なし： LFE なし（サブウーファーの効果が小さい） 

例えば、「3/2.1」と表示された場合は、フロント3チヤンネルとサラウンド2チヤンネル、それに 
LFE がそれぞれ独立して記録されたソースで、 5.1 チヤンネルソースであることを表わしています。 

入カソースの信号が AAC で音声多重放送の場合：リスニングモードとフォーマツト 


この場合、 AAC で音声多重放送であることを表わしてい 
ます。 


フオーマツト 



リスニングモード A 巳 C 






, サンプリング フリーケンシー 

(Sampling Frequency の思味） 
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リスニングモードを楽しむ 


シアターデイメンシ3ナルを設定する 


Theater - Dimensional は前方のスピーカーのみでマ 
ルチチャンネル再生をお楽しみいただけます。 

このモードは、左右それぞれの耳に届く音の特性を制 
御することによって実現していますので、もっともそ 
の効果を体験できる視聴位置（スイートスポット）が 
存在します。 

最適なシアターデイメン シヨ ナル効果を得るために、 
U スニングアングルの調整を行ってください。 
リスニングアングルとは、視聴者から見た左右フロン 
ト スピーカーに 対する角度です。 



反射音が大きい部屋ですと、まれに期待した効果が得られ 
ない場合もありますので、できるだけ反射音の少ない環境 
にすることをおすすめします。 




リモコンの設定ポタンを押す 



▲/▼ポタンを（くり返し）押して 「 T-D Setup 」 
を選び、決定ボタンを押す 
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リスニングモードを楽しむ 



スピーカーを5本接続している場合、 

「Front 5 ch : NoJ が表示されますので、◄/►ポタン 
で 「 Yes 」 または「 N0 」を選び、▼ポタンを押す 

Yes :スピーカーを5本接続し、5本とも前方に置いてシア 
夕ーディメンシヨナルを使用する場合に選びます。 

No : 5本のスピーカーを通常の配置にしている場合は、こ 
の設定にしてください。 



ご注意 

スピーカーのチヤンネル数を 5.1 ch に設定（@23ページ）していな 
い場合は、この項目は表示されません。次の手順へ進んでください。 



◄/ ►ポタンでリスニングアングルを設定する 

左と右のスピーカーが離れているほど、視聴者との角度は広くな 
ります。 

- ► Narrow (約 20°)^ ~~ ► Middle (約30°)— 

- ► Wide (約40° ) ^- 


左フロント右フロント 
スピーカースピーカー 

囡自固固 



5 リモコンの設定ボタンを押し、元の表示に戻す 


設定 
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リスニングモードを楽しむ 



リスニングモードや接続した機器によって、音響効果 
をお好みに調整することができます。 


1,4 

2,3 


«源スリープ 明るさ 
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リモコンの設定ポタンを押す 



▲/ ▼ポタンを押して「3. Audio Adjust 」 を選び、 
決定ボタンを押す 
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▲/ ▼ポタンを押して設定したい項目を選び、 
◄/ ►ボタンで調整する 


v ▼ボタンを押すと、下記の順で設定項目を選ぶことができます。 

マルチプレツクス モノ インプツトチャンネル 

I~ ► Multiplex ◄ — ► Mono Input Ch ◄ ― i 


センターウィズス 

Center Width • 

ミュージック、 

(PL II Music) 


> Dimension 


パノラマ 

Panorama 


(PL II Music) (PL II Music) 


各項目について詳しくは、次ページをご覧ください。 


4 設定 リモコンの設定ボタンを押し、元の表示に戻す 
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リスニングモードを楽しむ 


マルチプレックス 

Multiplex の設定 


マルチプレックス 

Multiplex 


多重音声や多重言語の放送などで、音声や言語 
を選択します。 

表示ボタンを3秒以上押して表示部に「1+1」 
と表示されたら、音声多重放送です。 

Main :主音声を出力します。（お買い上げ時 
の設定） 

Sub :副音声を出力します。 

M/S :主音声と副音声の両方を出力します。 

モノ インプットチヤンネル 

Mono Input Ch の設定 


モノインプツトチヤンネル 

Mono Input Ch 


2チャンネルで記録されたドルビーデジタルなど 
のデジタル信号やアナログ/ PCM 信号を、 「 Mono 」 
のリスニングモードで再生するときに使用する信 
号チャンネルを設定します。 

L+R :左右チャンネルの信号両方を再生しま 
す。（お買い上げ時の設定） 

L :左チャンネルの音声を再生します。 

R :右チヤンネルの音声を再生します。 


ブ□口 

PL 


'口 □ジックツー5ユージック 

// Music の設定 


2チヤンネルで記録されたドルビーデジタルなど 
のデジタル信号やアナログ/ PCM 信号を rPL II 
Music 」 のリスニングモードで再生するときの 
設定をします。 


バノラ7 

Panorama 


前方の音場を横方向に広げることができます。 
お買い上げ時は 「 Off 」 に設定されています。 
On :パノラマ効果をオンにします。 

Off :パノラマ効果をオフにします。 



音場を前方または後方へ移動させることができ 
ます。 

お買い上げ時は「0」に設定されています。 


ヒン 


• 「0」を中心に、一3、一2、 一1 にすると前方へ、 
+1、+2、+3にすると後方へ移動します。 

• 広がり感がありすぎたり、サラウンドが強すぎる 
場合は音場を前方に調整するとパランスが良くな 
ります。逆にモノラル感や音場が狭い感じの場合 
は音場を後方に調整するとバランスがよくなりま 
す0 


センタースピーカーの音の広がり幅を調整する 
ことができます 。 Dolby Pro Logic II では、セ 
ンタースピーカーがある場合はセンターチヤン 
ネルの信号をセンタースピーカーからのみ出力 
します。（センタースピーカーがない場合は、左 
右フロントスピーカーに等分に振り分け、仮想 
のセンター音像を作ります。） 

この設定では、センタースピーカーと左右フロ 
ントスピーカーの配合を調整し、センターの音 
の重量感を調整することができます。お買い上 
げ時の設定は「3」ですが、〇〜7の範囲で選択 
でさます。 


レイ トナイト機能を使 5 (DOLBY DIGITAL ンフ ト再生時のみ) 

V_ 


ドルビーデジタル録音されたソフトを再生するとき、ダイナミックレンジ（音量の大小幅）を小さく 
します。夜中などに音量を絞って映画を鑑賞するとき、小さな音も聞こえやすくなります。 

この機能は、本機をスタンバイ状態にすると解除されます。 

レイトナイトポタンを押す 

押すたびに2段階のレイトナイトモード ( High / Low ) と Off を切り換え 
ることができます。 High にすると Low よりさらに効果があります。 

ご注意 

•レイトナイト機能は、ドルビーデジタルソフトにのみ効果があります。 

• レイトナイト効果は、ドルビーデジタルソフトによって決まっていますの 
で、ソフトによっては効果が少なかったり、効果がない場合もあります。 
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一時的に各スピーカーレベルを調整する 


再生中、一時的に各スピーカーのレベルをお好み 
に調整することができます。 

この設定は、本機をスタンバイ状態にすると解除 
されます。 




再生中にリモコンのチャンネル選択ポタンを押して、音量 
レベルを調整する スピーカーを 選ぶ 



◄/►ボタンを押して、各スピーカーの音量レベルを調整す 
る 

◄ボタンを押すと音量が下がり、►ポタンを押すと上がります。 一12 dB 
〜 +12 dB の範囲で設定できます。（サブウーファーは、 一15 dB 〜 +12 d 巳 
の範囲で設定できます。）調整後、何も操作せず5秒たつと元の表示に戻 
D ます。 


※調整した値を記憶させたい場合は、テスト I ンポタンで記憶させることができます。 （®>37 ページ) 
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センタースピーカーやサラウンドスピーカーを使 
用する場合は、聞く位置から設置したそれぞれの 
スピーカーまでの距離を設定します。 

距離を設定することで、それぞれのスピーカーか 
ら聞く位置までの音の届く時間を一定にし、ホー 
ムシアターをより快適にお楽しみいただけます。 


= n . 中 
6又疋 


リモコンの設定ポタンを押す 

表示部にスピーカー設定の表示が出ます。 
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決定ポタンを押す 




▼ポタンを押す 

表示部にフロントスピーカーまでの距離が表示されます。 


◄/ ►ポタンを押し、フロン トスピーカーから 聞く位置まで 
の距離を設定する 

◄ポタンを押すと数値が下がり、►ポタンを押すと上がります。 0.3 m 単 
位で 9.0 m まで設定できます。 

実際の距離に近い数値を設定します。 

C > 次ページに続く 



聞く位置からスピーカーまでの距離を設定する 



幸》 ス 1 J- プ 明るさ 

© 〇 〇 

設定チャン:》選択テストト-ジ 

— 〇 〇 〇 

トツフメ-ユ -f -メーユー 考斤 

ojaio 〇 

-fgll 

DVDjffi ' - 

〇 

& 

L/ スニンクモード 入力切換 

造ル 

〇 

&& 〇 

プレイリスト アルパム 

ONKYO 

RC-678S ノ 
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聞く位置からスピーカーまでの距離を設定する 



▲/ ▼ポタンを押して、スピーカーを切り換え、聞く位置 
からそれぞれのスピーカーまでの距離を設定する 

ポタンを押すたびに、スピーカーの表示が下記のように切り換わります。 
設定方法は、手順 4 と同じです。 

Front (フロントスピーカー） 

I 

Center (センタースピーカー） 

I 

Surround (サラウンドスピーカー） 

I 

Subwoofer (サブウーファー） 


ヒン 


• 左右のフロントスピーカーは、視聴位置から等距離になるように置いてく 
ださい。 

• 左右のサラウンドスピーカーは、視聴位置から等距離になるように置いて 
ください。 

• フロント、サラウンドの各スピーカーをどうしても左右等距離に置けない 
ときは、距離の平均値を設定してください。 


6 設定 設定ポタンを押し、元の表示に戻す 



ご注意 

• センタースピーカーとサブウーファーは、フロントスピーカーで設定した距離の± 1.5 m の範囲で設定で 
きます。 

• サラウンドスピーカーは、フロントスピーカーで設定した距離の一 4.5 m から+1 .5 m の範囲で設定でき 
ます。 

たとえば、フロントスピーカーを 6 m に設定した場合、 1.5 m から 7.5 m の範囲で設定できます。 
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各 スピーカーの 音量レベルを設定する 


各スピーカーからの音量が同じに聞こえるように、 
それぞれのスピーカーの音量レべ)レを設定します。 


ご注意 

テスト音は小さめなので、手順 2 でいつも聞く音量よ 
りも大きくした場合は、手順3が終了した後に音量 ▲ 
/▼ボタンで元の音量に戻しておいてください。 



1,4 



リモコンのテストトーンポタンを押す 

下記の順で各スピーカーから「ザー」というテスト音が出ます。 

Left (左フロントスピーカー）+ Center (センタースピーカー） 

會 暑 

Subwoofer (サブウーファー） Right (右フロントスピーカー） 



Suit Left (左サラウンドスピーカー）令 Surr Right (右サラウンドスピーカー） 

* 1は、23ページで設定したスピーカーのチヤンネル数が 5.1 ch のときに出力され 
よ9 〇 

*2 は、23ぺージで設定したスピーカーのチヤンネル数が 3.1 ch または 5.1 北のと 
きに出力されます。 
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音量を調整する 

テスト音がよく聞こえる音量に、音量 ▲/ ▼ボタンで調整してください。 

•テスト音は何も操作しないでいると、自動的に次のスピーカーに移り、2秒 
ずつテスト音を出力します。 
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チャンネル選択ボタンを押して スピーカーを 
切り換え、 ◄/ ►ボタンで スピーカーの 音量が 
同じに聞こえるように調整する 

◄ポタンを押すと音量が下がり、►ポタンを押すと上がり 
ます。 

•— 1 2 d 巳〜+1 2 dB の範囲で設定できます。 

•サブウーファーは一 15 dB 〜 +12 dB の範囲で設定で 
ぎます。 
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テスト!-ーンボタンを押す 

設定したスピーカーの音量レベルが記憶され、元の表示に戻ります。 
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デジタル入カモードを DTS 、 PCM に固定する 


入力を DIGITAL "!、 DIGITAL 2、 DIGITAL 3 にし 
てお聞きになるとき、 DTS や PCM 信号を再生する 
とノイズや曲間の頭切れが気になる場合がありま 
す。このようなときは、 DTS や PCM に固定してお 
聞ぎください。 




リモコンの入力切換 ◄/ ►ポタンで設定する機器を選ぶ 

DIGITAL 1 DVD 、 DIGITAL 2、 DIGITAL 3 TV のいずれかを選ぶことが 
でぎます。 
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設定ボタンを約3秒間押し続ける 

才一卜 

現在のデジタル入カモード 「 Auto 」 が表示されます。表示の後ろの （） 
は入力端子を表します。 
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「 AutoJ 表示中（約3秒間）に◄/►ボタンを（くり返し) 
押して、デジタル入カモードを選ぶ 

押すたびに、下記のように表示が切り換わります。 


!-► Auto 如 


^PCM 


DTS^-i 


Auto (お買い上げ時の設定）： 

入力される信号に適したデジタル信号を優先して再生します。 

DTS : 

Aut ◦で DTS - CD を再生するとき DTS 信号を識別して読み取る間や、 CD の早送り、早戻しをするとき 
のノイズが気になる場合に選択してくださし)。 DTS 以外の音声が入力されても音は出ません 。 DTS 
以外の信号の場合は、表示部の DTS インジケーターが点滅します。 

PCM : 

Aut ◦で CD などの PCM の曲間で頭切れが気になる場合に選択してください。 PCM 以外の音声が入力 
されても音は出ません。 PCM 以外の信号の場合は、表示部の PCM インジケーターが点滅します。 

ご注意 

• DTS 対応の CD や LD を再生するときは、必ず 「 Auto 」 または 「 DTS 」 を選択してください。 「 PCM 」 を 
選択するとノイズが出力されます。 

• 3秒たつと元の表示に戻ります。設定ボタンまたは戻るボタンを押して元の表示に戻すこともできます。 
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困ったとぎは 


困ったときは、次の内容をご確認ください。 


電源 参照ページ 

電源が入らない 

• 電源プラグがコンセントから抜けていないか確認してください。 

• 一度電源プラグをコンセントから抜き、5秒以上待ってから再度コンセントに差し込んでください。 


音声 

音声が出ない 

• スピーカーは正しく接続されていますか？しん線は本体の接続端子に接触していますか？ P 1 3、15 
• 音量が最小/0になっていませんか？ P 24 

•ミューティング（消音）機能が働いていませんか？ 

MUTING インジケーターが点滅している場合、ミューティング機能が働いていますので、解除し 
てください。 P 25 

• 接続した再生機器側で出力設定を確認してください。 

•デジタル入カモードの設定の確認を行ってください。 「 DTS 」 や 「 PCM 」 に固定されていると、そ 
れ以外の音声を出力しません。 P 38 

エラーメッセージが出る 

• 操作中、表示部に表示されるメッセージは以下の内容を意味します。 

Not available :ドルビーデジタル以外の入力信号のため、レイトナイト機能は設定できません。 
Muting On :ミューティング（消音）機能が ON になっているため設定できません。 


DTS 、 PCM のインジケーターが点滅している 

•デジタル入カモードを固定している場合、その固定されたフォーマット以外の信号が入力されてい 
ます。設定を確認し、デジタル入カモードを 「 Auto 」 にしてください。 P 38 

センタースピーカーやサラウンドスピーカーから音が出ない/サブウーファーから音が出ない 

• リスニングモードが STERE ◦になっていませんか？ 

• リスニングモードによっては、音声の出力されないスピーカーがあります。 

•再生するソースによっては、ドルビープ□ロジック II のリスニングモードは音が出にくい場合があ 
ります。 

5.1 ch 対応の DVD ソフトや BS デジタルの 5. 1 ch 放送は臨場感を表現する信号が含まれていること 
が多いですが、 CD や一般の放送には含まれていないのが一般的ですので、他のリスニングモード 
をお選びください。 


•パソコンやゲーム機、 DVD プレーヤーなどの接続した再生機器側で出力設定を確認してください。 

• スピーカーコードのしん線は本体の接続端子に触れていますか？ 

P 13、 

15 

音が良くない 

• スピーカーコードのプラス ㊉ /マイナス ㊀ が正しく接続されているかご確認ください。 

P 13、 

15 

• 各スピーカーコードの距離設定、音量設定を行ってください。 

P 35、 

37 

• ピンコードのプラグは奥まで差し込んでください。 

P 17 

レコードプレーヤーの音が小さい 

レコードプレーヤーがフオノイコライザー内蔵か、お確かめください。 

内蔵していないレコードプレーヤーの場合は別途フオノイコライザーが必要です。 




レコードプレーヤーが再生できない 

MC カートリッジタイプのレコードブレーヤーをお使いの場合は、昇圧トランスまたはへッドアン 
プとフオノイコライザーが必要です。 


〈音質について〉 

電源投入後1〇〜30分程度経過した方が音質は安定します。 
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困ったとぎは 


参 B 写べ_ジ 

レイトナイト機能が働かない 

• 再生 ソース がドルビーデジタルか確認してください。 P 33 


DTS 信号について 

• DTS 信号を再生しているときは、本機の DTS インジケーターが点灯します。プレーヤー側での一 
時停止やスキップ操作時に発生するノイズを防ぐため、再生が終了しても DTS インジケーターが 
点灯したままになります。このため、 DTS 信号から急に PCM 信号に切り換わるタイプのソフトは、 
PCM がすぐに再生されない場合があります。このときはプレーヤー側で再生を約3秒以上中断し、 
再び再生を行うと正常に再生されます。 


•一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をしても正しく DTS 再生ができない 
場合があります。出力されている DTS 信号に何らかの処理（出カレベル調整、サンプリング周波 
数変換、周波数特性変換など）が行われていると、本機が正しい DTS 信号とみなすことができず、 
ノイズを発生することがあります。 


• DTS 対応ディスクを再生しているときにプレーヤー側で一時停止やスキップなどの操作をすると、 
ごく短時間ノイズが発生する場合がありますが、これは故障ではありません。 

リモコン 
リモコンが働かない 

•電池の極性（ ㊉ 、 ㊀ ）が、表示通り正しく入っているか確認して<ださい。 P 8 

• 電池を2本とも新しいものと交換してみてください。 

(種類の異なる電池の使用や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。） P 8 

• リモコンと本体の間が離れすぎていませんか？リモコンと本体の間に障害物がありませんか？ P 8 
•リモコン受光部に強い光（インバータ蛍光灯や直射日光）が当たっていませんか？ P 8 


オンキヨー製 DVD プレーヤーや RI ドックの操作ができない 

• オンキヨー製他機器と fRi ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 r = n ケーブルを接 
続している場合、オーディオ用ピンコードも接続してください。 （ m ケーブルだけでは正しく連動 
しません） 


• リモコンを本機のリモコン受光部に向けてください。 


• 入力表示が正しく設定されているか確認してください。 P 22 


他機器との接続 


接続した機器の音が出ない 

•入力切り換えを確認してください。 P 24 

•オーディオ用光デジタルケーブルが折れ曲がったり損傷していませんか？ 

•フオノイコライザーを内蔵していないレコードブレーヤーは、別売のフオノイコライザーを中継し 
てください。 


テレビの映像がにじむ 

•テレビからスピーカーを離してください。 


本機はマイク□コンピューターによリ高度な機能を実現していますが、ごくまれに外部からの雑 
音やノイズ、また静電気の影響によって誤動作する場合があります。 

そのような時は、電源プラグを抜いて約5秒以上待ってから改めて電源プラグを入れてください。 
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困ったとぎは 


修理を依頼される前に 


本機が動作しなくなったり、操作ができなくなったときに、本機のマイコンをリセットすることで、 
トラプルが解消されることがあります。修理を依頼される前に、下記の手順でマイコンをリセットし 
てみてください。 


マイコンの U セツトについて 


オン スタン八'イ 

ON / STANDBY - 
ポタン 


1 ； 


1〇0 




インプット 

INPUT 

ポタン 


登録したレベル設定などをすべてお買い上 
げ時の設定に戻したいときは、以下の手順 
で本機のマイコンをリセツトできます。 



本体 


本体 



電源の入った状態で本体の INPUT ボタ 
ンを押しながら、 ON / STANDBY ボタ 
ンを押す 

表示部に 「 Clear 」 と表示され、本機の設定 
がお買い上げ時の状態に戻ります。 
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主な仕様 


■ アンプ内蔵サブウーファーシステム 
( HTX -1 1 XPAW ) 

形式 アンプ内蔵バスレフ型 

アンプ部 

入力感度/インピーダンス 1 50 mV /47 kn 
( LINE 1/ LINE 2) 

実用最大出力 1 7 W x 5 ( 1 ch 駆動， 

1 kHz • 6 Q / J 日 TA ) 
35 W ( SW , 100 Hz - 
12 Q / JEITA ) 


SN 比 100 dB 

キャビネット内容積 7.1 リットル 

外形寸法(幅 x 高さ x 奥行） 207 X 330 x 327 mm 

(サランネット、夕-ミナル突起部含む) 


質量 1 0.5 kg 

デジタル音声入出力端子入力： 0 PTICAL 3 


( DIGITAL !, 2, 3) 


出力：〇 

アナログ音声入出力端子入力： 2 

( LINE 1、 LINE 2) 
出力：1 

(PRE OUT SL / SR ) 
使用スピーカー 1 6 cm 0 MF コーン型 


防磁設計 有 

電源 AC 100 V (50/60 Hz ) 


消費電力 66 W 


■ フロント スピーカー システム 
( HTX -1 1 XST ) 

形式 2ウェイ 

定格 インピーダンス 6 Q 

最大入力 40 W 

定格感度レベル 80 dB / W/m 

定格周波数範囲 70 Hz 〜 50 kHz 

クロスオーバー 周波数 9 kHz 

キャビネ ッ ト内容積 1 • 1リットル 

外形寸法(幅 x 高さ x 奥行） 101 X 175 X 113 mm 
(サランネット、夕-ミナル突起部含む) 
質量 1 .Okg 

使用 スピーカー 

ウーファー 8 cm A -0 MF 

コ ーンウーファ ー xl 

ツイーター 2 cm ノ（ランスドーム 

ツイーター xl 


ターミナル プッシュ式 

防磁設計 有 


仕様および外観は性能向上のため予告なく変更することがあります。 
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修理について 


■ 保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
き、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

■調子が悪いときは 

意外な操作ミスが故障と思われています。 

この取扱説明書をもう一度よくお読みいただき、 
お調べください。本機以外の原因も考えられま 
す。ご使用の他のオーディオ製品もあわせてお 
調べください。それでもなお異常のあるときは、 
電源ブラグを抜いて修理を依頼してください。 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上 
げの販売店、または付属の「オンキヨーご相談 
窓口 • 修理窓口のご案内」記載のお近くのオン 
キヨー修理窓口までお知らせください。 

►お名前 
^お電話番号 
► ご住所 

卜製品名 IHTX -11 XI 
_できるだけ詳しい故障状況 


■ オンキヨー修理窓口について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 • 修理窓 
口のご案内」をご覧ください。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常が生じたときは、商品と保証 
書をご持参ご提示のうえ、お買い上げの販売店 
またはお近くのオンキヨー修理窓口へご相談く 
ださい。詳細は保証書をご覧ください。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理 
窓口へご相談ください。修理によって機能が維 
持できる場合はお客様のご要望により有料修理 
致します。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後8年間 
保有しています。性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。保有期間 
経過後でも、故障箇所によっては修理可能の場 
合がありますのでお買い上げ店、またはお近く 
のオンキヨー修理窓口へご相談ください。 
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ご購入されたときにご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日: 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

■雌式会》 

本社大阪府寝屋川市日新町 2-1 〒572-8540 


10 NKYO j 

IHOMEPAGE I 
http://www.jp.onkyo.com/ 


製品のご使用方法についてのお問い合わせ先：コールセンター 

〇 050-3161 -9555 受付時間10: 00〜18:00 G 0906-2 

(土日•祝日•弊社の定める休業日を除きます） 

サービスとサボー トのご案内： http :// www . jp . onkyo . com / support / 


SN 2934505 0 A 

(C) Copyright 2009 ONKYO CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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